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お客様各位 

飯能信用金庫 

 

 

平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。このたび、お客様の大切なご資産を特殊

詐欺からお守りするため、特殊詐欺の手口と対策についてご紹介いたします。 

 

近年、当金庫において特殊詐欺被害の認知件数は増加傾向にあり、かつ手口は巧妙化して

おります。大切なご資産をお守りするには日ごろからの備えと心構えが非常に重要です。不審

に感じた際は警察やお取引支店へご相談ください。 

 

特殊詐欺の主な手口と対策 

 

 

 

 

➢ 手口 

電話を利用して警察官等を装い、「キャッシュカードが不正に利用されている。」「預金を保

護する手続きをする」などとして、嘘の手続きを説明した上で、キャッシュカードをすり替

えるなどして盗る手口です。 

➢ 対策 

 ・迷惑電話防止機能を利用。 

 ・常に留守番電話機能を設定しておく。 

 ・おかしいと思ったら家族や警察に相談。 

                                          

 

 

 

➢ 手口 

   税務署や年金事務所などの公的機関等の職員を装い、医療保険の手続きが必要と騙し

ATMを操作させ、未払いの料金があるなど架空の事実を口実としてお金を騙しとる手

口です。 

 

１.キャッシュカード詐欺盗 

 

２.還付金詐欺  

 

https://www.shinkin.co.jp/hanno/branch_atm/


   

 

 

➢ 対策 

  ・AＴＭでお金が返ってくることは、絶対にないので、公的機関等の名を出されても信用 

しない。 

  ・電話でお金の話が出たら、家族や警察に相談する。 

   

 

 

 

 

 

 

➢ 手口 

   郵便やインターネットを利用し、未払いの料金があるなど架空の事実を口実としてお金を

振り込ませる手口です。 

➢ 対策 

・ハガキ、メールなどにある連絡先には、連絡しない。 

・「現金を送れ」等の案内は相手にしない。 

・個人情報や暗証番号を教えない。 

 

 

  

 

➢ 手口 

   「おれだけど」、「電話番号が変わった」と息子や孫等、家族を装い電話を掛け、仕事に関す

るトラブル等を口実にお金を要求する手口。  

➢ 対策 

  ・事前に家族の合い言葉を決めておく。 

  ・電話を掛けてきた家族に連絡を取り確認する。 

  ・家族の名前は言わず、相手に名乗らせる。 

 

 

出典元：警察庁 SOS47ウェブサイト  

３.架空料金請求詐欺 

 

 

４.オレオレ詐欺 

 

 


